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はコンバージョン率33％の固体状であり， 50℃で1.0X 10-s Siemを超える高いイオン伝導度を有
することが分かった。モノマーを含まない系との比較により，本イオンゲルは残存モノマーがイ
オン伝導度向上に寄与する新しいコンセプトの材料であることを明らかとした。このイオンゲル
の300℃時点での重量減少率は3％未満であり，また 4.2V VS. Li+/Liを超える高い酸化耐性を
有することを確かめた。本イオンゲルを適用したLiN加 Mnl/3Co1/3伍正極， Li4Tis012負極，及び
セパレータの単純積層による電池駆動を実証した。
【第 3章 Li塩／アミ ド電解液のLIB適用に向けた検討】
深共晶溶媒は固体の塩と固体のアミドとの間の共晶効果により室温で液状化する溶媒の総称で
あり，蒸気圧が低いなどイオン液体に類似の特徴を有する材料と して近年注目される。深共晶溶
媒を界面形成用イオン液体モノマー又は添加剤へ適用することを 目的に，種々のLi塩とアミドの
組み合わせにおける融点降下の要因と電気化学的安定性を実験と計算の両面から検証した。強い
ルイス酸性のカチオンを有するLi塩では，従来知られるアミ ドの水素結合供与体 (N-H結合）とア
ニオンの相互作用よりも， C=O結合とLi＋の配位によるアミドの結晶性低下が融点降下の主要因と
示唆された。またN-H結合を有するアミド（尿素，アセトアミド， 2-イミダゾリジノン）の還元安
定性は低<, N-CH嘩合へ置換したアミド（1,3ジメチル＿2-イミダゾリジノン，テトラメチルウ
レア）はLIBへ適用可能なレベルの還元耐性を有することが分かった。低融点で高い電気化学的安
定性を有する深共晶溶媒として， N-H結合を持たないアミドが有望であることを明らかとした。
固体電池適用に向けた安価で有害性の少ない深共晶溶媒の設計指針を得た。
【第 4章総括】
固体電池の実用化に向けた界面形成技術に関する上記内容を総括した。
